
1．事業報告 

FUNTECフォーラムを開催しました。 

2020年 2月 4日（火）14：00～18：00に福井

商工会議所にて『FUNTEフォーラム』を開催し

ました。 

FUNTEC フォーラムは、福井大学と福井県の

産業界との技術交流や共同研究を促すことを目的

に開催されており、第 29回目を迎えました。 

第1部に福井大学シーズ発表会（ポスター展示）、

第2部ではFUNTECフォーラム全体会議を行い

ました。 

第 1部のシーズ発表会では、工学系部門、産官

学連携本部、医学部付属病院、教育・人文社会系

部門、遠赤外領域開発研究センターそれぞれに所

属の研究者による研究内容や実践活動教育紹介の

ポスターを展示しました。研究者はご来賓の方々

と終了時刻まで活発に議論を行いました。 

次のFUNTECフォーラム全体会議では、最初

に米沢晋本部長による本学産学官連携本部の活動

紹介や新たな組織整備等についての説明がありま

した。続いて、「知識基盤時代の共同研究～データ

サイエンスの活用像～」をテーマにパネルディス

カッションを行ないました。コーディネーターに

米沢本部長、パネリストには高橋泰岳 教授（知能

システム工学講座）、 木村欣司 准教授（電気・電

子工学講座）張潮 助教（情報・メディア工学講

座）、浅野周平 助教（建築建設工学講座） 

（パネルディスカッションの様子） 

の 4名にご登壇いただき、各々のデータサイエ

ンスに係る研究紹介や技術交流、共同研究を行う

にあたって相談する側に必要な知識とその知識レ

ベルなどに関して意見交換が行われました。参加

者からは、福井駅周辺のまちづくりや観光、交通

計画などにデータサイエンスで得られた知見の反

映を期待するなどのコメントをいただきました。 

全体会議後の交流パーティーでは、大学と企業

との交流が活発に行われました。 

 

2.事業報告 

「超小型人工衛星の研究等に関する覚書締結式」

が行われました。 

 2020年 2月 19日（水）15：15～15：40に、ザ・

グランユアーズフクイ 3 階 葵の間にて『超小型

人工衛星の研究等に関する覚書締結式』を福井大

学と福井県とで行いました。 

 本学では今後、産学官連携本部の青柳賢英特

命准教授を中心とし、超小型人工衛星量産技術開

発による地域産業の活性化を目的とした県内企業

を対象とする技術指導や人材育成に向けた研修会

等を行っていく予定です。 

青柳准教授は「これまで県内企業の方との連携

を進めてきたが、今後はまだ参入していない企業

の方も取り込んでいきたい。」などの抱負を語られ

ました。 

 

 

（覚書締結式の様子） 
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3.事業報告 

第 19回「福井大学とのトップ懇談会」を開催しま

した。 

2020年 2月 19日（水）16：00～17：45に、国

際交流会館 ザ・グランユアーズフクイ 3階 葵の

間にて『第 19回 福井大学とのトップ懇談会』を

開催いたしました。   

本懇談会は、本懇談会は、福井大学産学官連携

本部協力会企業のトップの方々を中心に、本学役

員、部局長、産学官連携活動を担う各部を担当す

る教員、自治体で産学官連携活動に携わられてい

る方々等が集い、福井県下を中心とする産業界を

より活性化させていくに際し、福井大学を中心と

する産学官連携活動が担うべき役割について意見

交換を行うことを目的としています。  

はじめに福井大学 産学官連携本部協力会会長

江守康昌 氏（日華化学株式会社 代表取締役社長）

および本学 上田孝典 学長より開会の挨拶、また

福井県知事 杉本達治 氏から来賓の挨拶が行われ

ました。 続いて全体会議では本学産学官連携本部

長米沢晋教授より、本年度の産学官連携本部の実

績と来年度の産学官連携本部の施策について報告

と説明をしました。さらに末信一朗 理事・副学長

より共同研究契約へのアワーレート*1 制の導入

に関する説明が行われました。その後、江守協力

会会長の司会進行のもと、進藤哲次 氏（福井商工

会議所副会頭、福井県民衛星技術研究組合理事長、

株式会社ネスティ代表取締役社長）、東村健治 氏

（ふくい産業支援センター理事長）、強力真一 氏

（ふくい産業支援センター常務理事）、上田孝典 

学長の 4名にパネラーとしてご登壇いただき、福

井県の宇宙ビジネスに関して討議しました。 

（パネル討論の様子） 

パネル討論では、県民衛星事業に関連して、ガ

ンダム衛星*2や医学分野、ビジネス構想など様々

な視点からディスカッションが行なわれました。

また、現在参画していない企業に対する、今後の

積極的関与を期待するメッセージも語られました。 

最後に、産学官連携を希望される方々の窓口と

なる、“コンシェルジュ”に任じられた徳田加奈

URAの紹介が行われました。 

*1:共同研究費の中に研究者の人件費を明文化し

ていく方針のこと 

*2： 宇宙航空研究開発機構(JAXA)や東京大学がロ

ボットアニメ｢機動戦士ガンダム｣の模型を宇宙に

飛ばす企画のガンダムの模型を載せた超小型人工

衛星｢ジーサテライト｣のこと 

4.活動報告 

 第 3回「ふくい知財フォーラム勉強会」を開催

しまし た。   

2020年 2月 20日（木）13：00～15：30、本学

産学官連携本部 I号棟 3Ｆ研修室にて『第 3回ふ

くい知財フォーラム勉強会』を開催いたしました。 

今回のテーマは「ビジネスに役立たない特許は

これだ」とし、福井大学産学官連携本部にて発明

発掘から技術移転までを担当する樋口人志 特命

教授（弁理士）が、特許の権利範囲の考え方をレ

ビュー、ビジネス交渉に活かせる特許の権利範囲

や自社に有利にするための留意点の解説が行われ

ました。続いてグループワークでは、課題に対し

て想定される事態や対策について議論し、発表が

行われました。 

参加者は本勉強会を通してビジネスを優位に

導くための出願戦略の理解を深めていました。 

（勉強会の様子） 

（2020年 3月 11日付） 


